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．團■脂肪酸ビニ働ルエスラ
　　　　　　　　　　ノソの合成ならびに重合

　　　　　　　　　　について（第1報）

　　　　　　富田　穣・淺原照Σ

　　適當な鯛媒の存在のもとに脂肪酸と酢酸ぜ昌一ルと

’の間でアシッドリシスを行い脂肪酸ピ＝　一一ルエステル、

　を合成することに關しては二，三の研究があるが，ま
　ゆ　だ反慮條件ならびに生成物の性厭は明塾でない．そこ

でわれわれは酢酸第二水銀と硫酸とを鰯媒とし，常温、

で脂肪酸と酢酸ビニールとのウムヱステルングを行い

　　　　コ　脂肪酸ビ＝pルヱステルを合成しその性殊を検討した．

　また過酸化ベンゾイルを鯛媒として脂肪酸e“　一”rルエ

　ステルの重合性を研究じ，また酢酸t“”一一ル及びアク

　リル巌＝チルとの共重合について實験を行つた．（アク

　リル酸エチルとの共重合については第2報で報告する）．

　　1脂肪酸ビニールエステルの合成

　　脂肪酸1mol，酢酸ビ吊ル1～2　mo1，酢酸第ご水

　銀03　gを三ロフラスコにとり，擁i律しながら濃硫酸

　0．59を滴下する．反磨中温度は30°Cをこえな》・よう

　に冷却する．硫酸滴下絡了後3～4hrも罷搾を縫綬し，

　後一夜放置する．放置後水洗し，硫酸ナトリウムで璽

　析した後更に水洗を繰り返し，最後に脱水硫酸ナトリ

　ウムで股水乾燥し分溜する。未反磨の酔酸ビテ鱒ルの

　少量及び脂肪酸の大部分が回依され，副生成物として

　CH3CH（OCOCH3）2，及びROCOCH（CH3）10COCHぎ

を得た．各種脂肪酸ピn一ルi・・tZテルの性朕は第1表

　のようである・

及び共重合を行う．てのようにして得られた樹脂を

109／1のベンゾ”ル溶液として25℃の恒濫槽で比粘

度を測定した．（純ベンゾールの粘度を1とする．）そ

の結果は第2表りようである．

　ウンデシレン酸ビ晶一ルは上のような選件では重合

は絵り逡行せず，酢酸ビ昌一ルとの共重合物はもろい

樹脂歌を暴するが，ペンゾールには亀ちるんアセトン，

ヘプタン，メチル；チルケトン，チクロヘキサン，エ

チルアルコールri不溶で，ジビ轟一ルベンゾールの重

合物とよく似た性賓を示している．　　、

　　　　　　　　　　第　2　表　t　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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醜有麟含

酪酸ピ・・一ル

カプロン酸ビ＝
一ノレ

カプリル酸ビa
帥ノレ

カプリン酸ビ昌
一ル

ラウリン酸ピ昌
・一 mレ

ウンデシレン酸
ビ晶・一ル

比 粘・ 度

…％1

1．304

1．300

1．300

1．232

1．143

1．002

40％

1．300

1．322

1，268

1．250

1．乞38

不溶

「3・％｝2・％！・・％

、．3。41　、．322

1．322

1．264

1．252

1．255

不溶

1．330

1．286

1．279

1．275

不溶

1．420

1．348

1．288

1．286

1。277

不溶

第　　1　表

3結　　論

　1）酷酸第二水銀，濃硫酸を鯛媒として常温附近で
　　　　る脂肪酸と酢酸ビ禺帥ルとのウム＝ステルングを行うと

静牧率で脂肪酸ビ昌・一ルエスZルが得られた・

　　　　　　　　　　　　　2）飽和脂肪酸ビニール

沸　　黒占（σC） i比重（D42・）陣脚調沃素便

酪　酸　ビ　ニ　ー　ル

　カプロン酸ピ＝＝一ル｛

　カプリル酸ビニール

カプリン酸ビニール

ラウリン酸ビa一ル

ウンSシレン酸ビニール

　　　107～108°．
　、

58～60°／15mmHg

go～91°／15mmHg

12（ン》122°／15mmHg

’150～153°715mm耳9

　125°／10m毎Hg

0．9004　、

0．8956

0．8914

0．8857

08818

0．8883

1．4080

14206

1．4298

1．4370

1．4423

1．4475

215

174

145

125

109

ノ241

2脂肪酸ピニ・“ルエスチルの重舎および酢酸ヴイニ

　　ールとの共電合　　㌧　　、

　脂肪酸ビ三尚ルXステノY及び脂肪酸ピ温幽ルエステ

ルと酢酸ビapfeとの混合物おのおの49を直径1cq

のガラス管にとり，過酸化ベンゾイル0・019を加えて・

後長毒20㎝㊨封管とし・、1ρ◎℃匹5hr抑熱し重合

、

エステルはそれ肖身よく重

合する．脂肪酸が高級にな

るほどU“’＝　．一ルエステルの

重合性は低下する．ウンデ

シレン酸ビ昌t・・一ルはそれ・自

身あまり重合しない．

　3）飽和脂肪酸ビニール

は酢酸ビーユルとよく共重

合する．ウンデシレン酸ビ

ニールは酢酸ビ＃一ルと共

　　　　　　　　も重合するPS溶剤に溶性の不

もろい樹脂をつくる・
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